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十
； (月 刊） （昭和36年5月10日第三種郵便物認可） 第95号金曜日目和43年11月1日(1)

恥鰄艤裁榊黙認職赫灘測一鵬織獅辮鯖々し魚おこなわれた。

二

日

は

郡

内

小

中

学

校

、

及

び

官

公

庁

一

っ
て
行
な
わ
れ
る
も
の
で
、
こ
れ
よ
り
湖
の
暇
が
は
た
め
く
。

先一千七日には沖ノ島まで沖崖磨吋宗像神社彼拠期成会長出光佐三氏一参拝して境内は賑わった。早朝に神璽を大島漁船一二社丸がお迎えに新出光会長の出光弘氏をはじめ、は流鏑馬が奉納され、午前十時かゆき、玄海の荒波の巾を中津宮に崇敬各位多識が参列して玉串琶捧ら郡内叩学生の相撲大会が行なわ奉遷申し上げた。げた。祭典が終了してお座船に関れた。

十
月
一
日
早
朝
に
は
、
沖
・
中
両
宮
係
す
る
青
年
達
が
神
璽
を
奉
安
し
た
錐
二
日
の
祭
典
に
は
翁
舞
が
福
岡
喜
多
流
九
且
一
干
日
夜
半
ま
で
続
い
た
雨
は
十
一
飾
り
、
空
の
青
、
海
の
藍
に
映
え
て
美
の
奉
仕
に
よ
る
提
供
で
あ
っ
た
。

月

一

日

早

朝

に

は

あ

が

り

、

秋

晴

れ

の

し

い

。

御

座

車

の

後

に

は

多

く

の

供

奉

車

が

連

祭
り
、
和
り
と
な
っ
た
。
大
島
港
を
出
港
し
た
大
船
団
は
地
ノ
島
る
。
か
く
し
て
一
二
宮
の
神
々
は
辺
津
宮

秋
季
大
祭
は
昔
か
ら
宗
像
放
生
会
と
も
を
め
ぐ
り
、
神
湊
に
向
け
て
船
首
を
改
本
殿
に
奉
安
さ
れ
た
。

呼
ば
れ
、
郡
内
は
も
と
よ
り
郡
外
一
円
め
る
。
こ
の
頃
か
ら
大
船
団
の
偉
容
が
正
午
、
空
高
く
鴫
り
渡
る
花
火
数
発
を

か
ら
日
頃
お
諸
り
出
来
な
か
っ
た
人
々
》
間
近
に
見
え
て
く
る
。
海
岸
で
拝
観
に
合
図
に
秋
の
第
一
日
祭
が
斎
行
さ
れ

が
参
詣
す
る
習
し
と
な
っ
て
い
る
。
来
て
い
る
人
々
に
歓
声
が
あ
が
る
。
や
た
。
田
島
青
年
団
奉
仕
に
よ
る
風
俗
舞

今
年
も
多
く
の
人
達
が
参
詣
さ
れ
、
感
が
て
神
璽
は
神
湊
の
頓
宮
に
奉
安
さ
れ
は
、
今
回
で
奉
仕
員
が
引
退
し
、
次
の

海
上
渡
御
と
称
さ
れ
て
い
る
西
口
木
二
さ
れ
て
一
路
辺
津
宮
に
向
わ
れ
た
。
今
露
店
も
例
年
よ
り
多
く
、
盆
栽
柔
科

の神々
が、今年の新造船に奉安さ－台をかついで神湊街並みを神幸し能梨関係の方々
によって満ぜられて大島港から神湊まで海上を神一た。家々
の門には日ノ丸が掲げられ、参拝者の無病息災の祈りが捧郡岼》暇逵諦舜諦州に萢封計塞”州鐸酔称稲唾郵卸罎郵賑郵信耗必峰諮罎鐸減岬惟碍葬霊壼榊鋤率各

の
パ
レ
ー
ド
で
あ
る
。
各
船
が
色
鮮
か
年
の
御
座
車
は
、
神
湊
み
な
と
荘
、
戸
や
、
農
機
具
店
、
自
動
車
の
展
一

R

此
の
度
．
宗
像
郡
宗
像
会
の
総
会
が
当
社
清
明
殿
に
於

て
会
員
多
数
出
席
の
も
と
に
附
雌
せ
ら
れ
、
今
後
の
運

営
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
、
規
約
毒
変
更
、
役
員
を

改
選
す
る
と
共
に
、
会
の
機
関
誌
「
宗
像
」
を
当
社
々

報
「
宗
像
」
に
合
併
す
る
事
を
決
議
し
、
当
社
も
こ
れ

を
了
承
し
た
。
こ
の
事
は
、
社
報
に
と
っ
て
両
期
的
出

来
事
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

社
報
「
宗
像
」
が
誕
生
し
た
の
は
、
今
よ
り
六
年
前
、

昭
扣
一
千
七
年
で
、
戦
前
発
行
さ
れ
た
宗
像
を
再
刊
さ

れ
た
い
と
噸
う
郷
士
出
身
諸
先
輩
の
強
い
要
望
に
よ
る

と
こ
ろ
が
大
で
あ
っ
た
。

竿
ハ
漁
旗
、
五
色
の
吹
流
し
を
つ
け
て
一
畑
栗
細
、
福
岡
向
鴫
典
産
二
社
の
社
長
」
乗
会
な
ど
に
時
の
流
れ
を
感
じ
さ
せ
ら

I
干
さ
れ
た
。
こ
の
二
隻
の
御
座
船
を
中
れ
、
老
い
た
人
々
が
神
璽
に
敬
謙
な
祈
げ
ら
れ
た
。
各
地
か
ら
里
帰
り
の
参
拝

八

秋
の
宗
像
ま
つ
り
賑
う

夜
来
の
雨
あ
が
り
Ｉ
ｌ
快
晴
の
祭
り
日
和
り

論説~

「
宗
像
」
新
発
足
に
あ
た
っ
て

~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
~
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戦
前
の
「
宗
像
」
は
Ａ
五
版
で
あ
っ
た
が
、
当
社
で
は

研
究
の
結
果
、
時
流
に
則
し
て
新
聞
彩
式
を
採
用
、
月

刊
で
刊
行
し
た
事
が
再
刊
の
怒
維
で
あ
る
。
次
い
で

二
年
数
カ
月
後
、
宗
像
郡
に
宗
像
会
が
結
成
さ
れ
、
機

関
誌
Ａ
五
版
「
宗
像
」
が
発
刊
さ
れ
た
。
当
社
挙
行

の
新
聞
形
式
タ
ブ
ロ
イ
ド
版
「
宗
像
」
は
、
｜
応
そ
の

使
命
を
達
成
し
た
が
、
社
報
と
し
て
継
続
刊
行
し
今
日

に
華
っ
て
い
る
。
宗
像
会
の
「
宗
像
」
は
、
本
年
ま
で

に
再
興
十
九
号
を
世
に
送
っ
た
。
こ
れ
ば
多
と
す
べ
き

で
あ
ろ
う
。
こ
の
鹿
の
総
会
に
総
て
、
宗
像
会
財
政
硬

直
化
の
打
開
と
吾
返
呵
を
画
し
て
、
会
の
根
木
的
な
面

I
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宗

に
至
る
ま
で
メ
ス
を
入
れ
へ
正
を
正
と
し
、
非
を
非
と

し
、
披
本
的
改
正
案
を
示
し
て
会
員
諸
士
に
問
い
、
こ

れ
を
改
め
た
事
は
、
宗
像
郡
宗
像
会
発
展
の
為
に
誠
に

害
こ
ば
し
い
。

翻
っ
て
想
う
に
、
宗
像
郡
に
「
宗
像
」
と
題
す
る
同
内

容
二
誌
が
存
す
る
事
自
体
に
問
題
が
あ
っ
た
と
言
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。

か
か
る
二
誌
は
合
併
し
、
そ
の
長
所
を
補
い
合
っ
て
、

よ
り
豊
か
な
紙
面
と
す
べ
き
で
あ
る
と
の
遠
地
有
識
者

の
示
唆
を
受
け
た
事
は
、
筆
者
の
記
憶
に
新
し
い
と
こ

ろ
で
あ
る
。

宗
像
会
が
「
宗
像
」
の
合
併
を
決
議
し
、
当
社
々
報
に

そ
の
一
面
を
委
ね
ら
れ
、
大
社
も
進
ん
で
こ
れ
に
応
え

よ
う
と
す
る
の
は
、
か
か
る
戦
前
戦
後
に
頁
島
経
過
を

踏
え
て
、
有
識
者
各
位
の
意
見
に
沿
う
こ
と
が
至
当
と

定価

I
ま
た
引
き
続
き
三
日
も
午
前
十
時
よ
－
終
か
崖
趣
く
鍔
悸
岬
認
季
曄
鐸
鈍
辰
維

れ
る
も
の
が
あ
っ
た
。

り
大
祭
が
斎
行
さ
れ
、
こ
の
日
午
後
三
く
こ
の
秋
季
大
祭
は
、
そ
の
間
に
み
な

時
よ
り
、
郡
内
滝
口
社
中
に
よ
る
恒
例
と
祭
、
宗
像
護
国
神
社
大
祭
等
の
祭
典

の
献
茶
式
が
執
り
行
な
わ
れ
た
。
境
内
を
合
わ
せ
、
い
ま
や
西
日
本
最
大
の
ま

に
そ
こ
は
か
と
な
く
澤
っ
茶
の
か
お
り
つ
り
と
な
り
、
年
々
そ
の
参
拝
者
の
増

は
参
拝
者
の
雑
踏
の
中
に
、
一
刻
静
寂
え
つ
つ
あ
る
こ
と
は
、
一
重
に
「
道
主

の
境
を
か
も
し
だ
し
、
人
々
は
過
ぎ
行
貴
」
の
御
神
徳
の
光
被
し
つ
つ
あ
る
と

く
宗
像
の
秋
を
惜
し
み
な
つ
か
し
ん
だ
こ
ろ
と
喜
び
に
た
え
な
い
次
第
で
あ
る
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四

五

六
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⑮
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謹

井

筒

一

考
え
る
か
ら
で
あ
る
ｃ

宗
像
会
の
「
宗
像
」
を
合
併
す
る
と
否
と
を
問
わ
ず
、

現
在
ま
で
社
報
「
宗
像
」
は
、
各
地
宗
像
会
の
各
位
、

郷
土
出
身
諸
先
輩
に
宗
像
大
社
の
折
々
の
姿
と
、
郡
内

の
変
貌
を
伝
え
て
来
た
と
信
ず
る
。

社
報
「
宗
像
」
は
、
こ
の
よ
う
に
郷
士
と
遠
隔
地
に
於

け
る
郷
土
出
身
者
の
パ
イ
プ
で
あ
る
と
共
に
、
宗
像
大

神
の
神
徳
を
広
く
一
般
崇
敬
者
各
位
に
伝
え
る
大
き
な

査
務
を
背
負
っ
て
い
る
。

宗
像
大
社
が
伊
勢
、
熱
田
等
の
轌
社
に
次
ぐ
尊
貴
な
社

と
し
て
、
復
興
の
鑑
を
濟
進
し
て
い
る
秋
、
こ
の
神
徳

音
癌
の
事
は
重
大
と
言
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の

よ
う
に
郷
士
概
関
誌
的
性
格
と
、
汁
報
と
し
て
の
使
命

は
何
等
抵
触
す
る
と
こ
ろ
は
な
い
。

上
代
宗
像
郡
が
神
郡
と
さ
れ
、
宗
像
大
社
を
中
心
と
し

リ

~

~
↑
し
、
そ
の
横
を
つ
ぎ
の
組
が
式
場
に
向

一
う
。
美
し
い
書
物
姿
の
お
嬢
さ
ん
達
で

菊
の
香
と
共
に
皆
雛
の
お
子
観
の
成
一
様
の
行
末
え
永
い
将
来
の
幸
福
を
折
ら

長
を
班
っ
七
・
五
・
一
二
ま
つ
り
が
近
ま
れ
る
こ
と
は
誠
に
意
義
あ
る
こ
と
と
言

一
一
蕪
筆
榊
紬
墓
吐
硅
琴
症
池
瑞
雲
拒
詰
え
轌
尋
》
種
》
で
は
左
記
の
辿
り
祭
典

一
鄙
麺
峠
誕
詐
唖
諏
糯
”
画
一
）
拝
岬
唯
睡
塞
拓
奄
い
ま
す
の
で
御
幸
内
申
し
上
げ

た

も

の

で

す

。

記

こ
の
機
会
に
国
民
道
の
祖
神
で
あ
り
十
一
月
十
四
日
（
木
曜
）
よ
り

ま
す
宗
像
大
神
の
大
前
で
可
愛
い
お
子
一
十
七
日
（
日
曜
）
ま
で

御

礼

秋
季
大
祭
に
は
、
崇
敬
老
各
位
の
御
高
配
を
賜
り
お
か
げ
を
も
喝
ま
し
て

盛
大
に
斎
行
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
こ
こ
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

昭

和

四

十

三

年

十

一

月

宗

像

大

社

々

務

本

局

勝
屋
酒
造
店
（
合
名
）
伊
豆
本
店
（
合
壷
）
、
鷲
頭
澗
造
場
、
門
司
松
次

郎
、
豊
村
酒
造
（
有
限
）
、
翁
椚
造
（
株
）
、
井
ノ
ロ
油
販
（
株
）
、
中

山
間
届
、
神
湊
漁
協
、
勝
浦
漁
協
、
大
島
漁
協
、
福
間
漁
協
、
津
屋
崎
漁

協
、
鐘
崎
漁
協
、
地
ノ
島
漁
協
、
玄
海
魚
市
場
、
魚
屋
旅
館
、
玄
海
旅
能
、

宗
像
タ
ク
シ
ー
、
朝
日
タ
ク
シ
ー
、
山
本
又
吉
、
七
田
直
、
田
久
氏
子
中
、

鐘
崎
節
一
幸
丸
、
新
協
純
、
千
歳
丸
、
代
栄
水
産
、
誠
幸
丸
、
新
蝿
丸
、

宮
地
礼
、
海
久
丸
、
伸
洋
丸
、
海
幸
丸
、
福
神
丸
、
協
栄
丸
、
春
日
丸
組
、

春
日
丸
、
代
栄
丸
、
威
徳
丸
、
金
剛
丸
、
日
吉
覚
、
船
越
喜
三
郎
、
山
口

一
松
、
河
辺
嘉
十
郎
、
福
崎
盲
一
郎
、
沖
西
保
幸
、
河
辺
治
、
大
和
印
刷
、

玄
海
ゴ
ル
フ
場
、
宮
地
嶽
神
社
、
小
笠
原
美
広
、
八
尋
正
男
津
野
美
栄

子

、

内

山

緑

地

建

設

、

他

崇

敬

各

位

（

敬

称

雌

順

不

同

）

口シ

ー

ズ

ン

を

迎

え

る

華

燭

の

典

Ｉ
お
申
し
込
み
、
予
約
は
早
目
に
秋
も
深
ま
り
、
今
各
地
で
は
結
鰕
式
シ
｜
る
。
挙
式
記
念
撮
影
が
す
む
と
披
露

一

寝

は

神

湊

で

む

つ

の

が

近

頃

の

傾

向

で

－
ズ
ン
た
け
な
わ
で
あ
る
。

今
年
は
昨
年
に
比
ぺ
て
挙
式
数
が
増
あ
る
。
神
湊
ま
で
車
で
五
分
、
マ
イ
カ

加
し
て
お
り
、
既
に
百
組
か
ら
の
幸
せ

な
カ
ッ
プ
ル
が
誕
生
し
て
い
る
。

大
安
吉
日
や
、
日
曜
日
に
は
挙
式
が
集

中
し
、
三
十
分
間
隔
で
お
こ
な
わ
れ
て

い
る
。
式
を
終
え
た
組
が
記
念
撮
影
を

境
内
は
花
や
い
だ
雰
囲
気
に
包
ま
れ
七
五
三
の
お
し
ら
せ

’

て
結
束
し
、
外
敵
の
侵
攻
を
防
ぎ
、
よ
く
郡
内
の
和
を

保
持
し
て
精
神
的
紐
帯
を
堅
守
し
得
た
事
は
、
歴
史
上

明
ら
か
で
あ
る
。
現
在
に
於
て
も
そ
の
美
し
い
伝
統
を

遵
守
し
て
い
る
姿
は
、
全
国
に
数
少
い
例
と
言
え
よ

｝
つ
。宗

像
郡
宗
像
会
の
率
務
所
が
当
大
社
に
移
さ
れ
た
事

も
故
な
し
と
し
な
い
。
こ
の
度
の
両
紙
の
合
併
に
よ
る

磯
関
誌
「
宗
像
」
の
新
発
足
に
あ
た
っ
て
紙
面

の
充
実
と
宗
像
会
役
員
に
よ
る
運
営
に
多
大
の
期
待
が

寄
せ
ら
れ
て
い
る
。
機
関
誌
は
あ
く
ま
で
も
一
方
交
通

で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
。
相
互
の
意
見
の
交
流
こ
そ
が

郷
土
と
各
位
の
親
需
感
を
育
む
一
つ
の
基
盤
で
あ
る
。

各
位
の
積
極
的
寄
稿
を
紙
上
か
ら
お
願
い
す
る
次
鏥
で

あ

る

。

こ
の
傾
向
が
強
ま
る
と
考
え
【
境
地
ろ

れ
能
勢
を
備
え
て
き
た
の
で
、
今
後
も

－
の
増
加
と
旅
館
伽
が
披
露
宴
の
受
ス

添
像
郡
内
に
は
次
々
と
新
団
地
が
造
成

さ
れ
、
挙
式
者
も
年
々
増
え
て
い
る
の

で
、
挙
式
の
お
申
込
は
早
目
に
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
係
で
は
語
っ
て
い
る
。

~

呈

撃

を

喰

わ

せ

る

決

断

が

起

れ

ば

、

松

庭

隅

に

幽

（

ひ

そ

）

と

咲

き

ゐ

し

秋

海

大

井

村

山

幸

生

風
さ
わ
や
か
に
去
来
ｏ
こ
れ
は
難
し
集
夢
の
跡
こ
再
写
真
の
前
に
運
ぶ
足
お
の
づ
と
軽
し
同
窓
の
か
た
り

い

。

○

「

気

を

つ

け

ろ

、

敵

陣

は

近

村

山

川

士

口

剛

性

市

郎

あ

わ

な

む

今

日

の

集

ひ

に

福

間

森

八

減

い
、
心
を
お
ち
つ
け
て
」
｝
洞
は
夜
暗
宗
像
大
社
秋
の
大
罪
始
ま
り
ぬ
庭
の
柿

沖

の

島

昔

を

写

す

古

頃

尊

き

人

の

影

も

の

戦

線

に

、

決

斗

寸

前

の

さ

Ｅ

や

き

。

の

実

甘

く

味

つ

く

＃

フ

ノ

茶

室

の

静

命

が

け

の

決

戦

開

幕

の

古

武

脱

田

松

代

追

一

と

人
久

詔

米

篠

川

太

郎

坊

動
、
と
も
に
松
風
を
聴
く
こ
と
は
至
難
日
の
昏
れ
の
畑
の
竹
擬
ゆ
れ
に
ゆ
れ
山
一
望
に
実
の
れ
る
稲
田
は
語
陶
ず
て
し

で
あ
る
。
○
「
高
く
て
も
主
人
が
好
は
し
ず
け
き
松
風
の
音

ゆ

く

し

ゆ

く

と

し

て

色

づ

き

で

ゆ

く

き

な

も

ん

で

す

か

ら

」

と

ミ

エ

夫

人

の

吉

武

原

田

リ

ノ

宮

田

北

原

訓

子

せ
り
ふ
。
高
い
野
菜
を
買
物
カ
ゴ
の
上
立
ち
止
り
し
ば
し
見
取
る
話
内
灘
城
途
底
し
て
よ
り
稲
笥
に
秘
み
し
亡
母
の
手

に
お
い
て
人
目
に
か
け
、
そ
れ
が
安
価
中
下
車
せ
し
甲
斐
の
あ
り
た
り

形

美

し

篇

の

在

り

に

変

っ

た

日

は

カ

ゴ

の

下

に

入

れ

る

。

飯

塚

萩

本

石

照

涌

残

竹

原

円

ケ
チ
な
く
せ
に
ケ
チ
で
な
い
よ
う
に
見
掌
の
中
の
鳩
の
か
ら
だ
の
冷
え
ゆ
き
て
一
霊
澆
娃
驍
認
匪
の
し
み

せ
た
い
対
碗
心
理
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
の
實
閉
じ
し
険
を
静
か
に
見
つ
む

物

風

景

に

も

、

さ

ま

ざ

ま

な

凪

が

吹

折

尾

吉

岡

ま

す

み

川

久

小

方

突

く
。
松
風
を
聴
く
茶
室
の
婦
性
に
は
縁
縁
側
で
鏡
と
に
ら
み
染
髪
に
た
だ
見
守
あ
の
星
の
彼
方
に
と
ば
く
戦
乱
の
渦
に

遠

い

輿

さ

ま

が

た

。

○

「

兄

貴

の

嫁

る

は

秋

日

和

の

み

お

の

の

く

ベ

ト

ナ

ム

あ

る

も

さ

ん

、

一

寸

ば

か

り

い

か

す

な

」

お

み

大

井

安

部

亜

郎

田

熊

小

野

角

次

郎

や
げ
を
貰
っ
て
、
え
び
す
顔
。
「
結
婚
木
洩
れ
日
県
化
水
引
の
花
淡
く
ふ
る
さ
余
韻
曜
々
夕
つ
謎
空
は
茜
す
る
虫
の
音

築

き

笈

に

佇

つ

式
は
よ
か
っ
た
が
、
悪
女
さ
ん
ボ
ク
の
と
山
の
秋
も
深
め
り

託

に

は

、

油

を

つ

ぐ

ま

ね

だ

け

で

、

か

大

井

安

部

静

子

田

熊

小

野

か

を

る

ら
つ
ぼ
だ
っ
た
」
と
こ
ぼ
す
顔
。
食
い
一
旦
〕
と
秋
は
深
み
て
花
萩
の
敵
り
て
葉
鶏
頭
に
注
ぐ
秋
雨
な
か
め
つ
、
心
泌

み

じ

み

し

夕

再

の

風

気
と
飲
み
気
だ
け
の
同
じ
顔
の
二
面
の
あ
と
は
小
さ
き
実
を
つ
け

Ⅲ

島

山

田

幸

雄

相

。

全

ガ

キ

連

に

は

、

松

風

な

ど

は

ど

門

司

永

島

哲

夫

一

日

の

仕

事

を

終

え

て

家

路

つ

く

親

を

う
で
も
い
い
ら
し
い
。
○
「
勤
続
二
一
瞬
に
舟
流
さ
れ
ぬ
早
鞆
の
瀬
を
上
り
迎
え
て
子
の
声
響
く

一
利
誹
岬
宝
畦
郡
峨
権
曜
岬
唾
寸
塞
諏
岬
つ
、
上
り
あ
ぐ
み
て

佐

賀

都

渡

耕

喜

も
な
い
先
生
鰯
お
纏
い
に
、
お
招
き
を
一
八
一
粋
擁
議
灘
淫
謹
鶏
毒
難

頂
い
て
、
い
た
み
入
る
。
世
の
中
は
広
に
自
身
を
語
る

束

京

宮

本

酒

城

い
、
厚
顔
、
お
せ
っ
か
い
、
ゴ
マ
す
遠
賀
長
畑
房
江
菊
一
輪
朝
つ
ゆ
き
ら
め
つ
静
か
な
り
こ

り
、
百
面
相
が
槙
行
し
て
天
下
は
泰
平
夜
の
更
け
の
村
の
灯
の
い
た
く
澄
め
ば
ぽ
れ
し
雫
と
ど
め
ま
ぼ
し
き

で

な

い

。

も

っ

と

静

か

に

香

の

匂

を

嗅

明

日

は

秋

空

哨

れ

渡

る

ら

む

田

島

中

野

洋

子

ぐ

気

は

な

い

か

。

○

暑

き

命

の

過

古

田

占

部

由

久

錦

な

す

深

山

は

い

ま

ぞ

さ

か

り

な

り

朝

き
い
間
に
楽
し
き
春
は
老
い
や
す
し
」
花
が
め
に
さ
し
て
つ
く
づ
く
眺
む
れ
ぱ
な
朝
な
に
映
え
つ
か
わ
り
つ

歌

の

文

句

で

は

な

い

が

、

急

ぐ

べ

き

場

蓼

の

花

に

も

風

情

あ

り

け

り

神

崎

鵺

池

鵺

代

合

を

急

い

で

戦

い

、

靜

坐

閥

畳

半

裡

の

福

岡

江

崎

琴

子

何

気

な

く

過

ぎ

に

し

円

々

は

か

え

ら

な

茶
を
喫
す
る
一
時
を
や
す
ら
●
ぐ
。
と
も
（
護
国
神
社
秋
季
大
趣
だ
）
む
し
ば
し
存
憎
む
秋
の
深
み
に

に

人

生

の

動

と

静

を

味

わ

い

、

松

風

の

み

ま

つ

り

に

広

前

に

伏

す

遺

族

び

と

し

川

脇

末

安

大

孝

さ
わ
や
か
さ
を
感
ず
る
妙
概
だ
が
、
難
の
ぷ
は
在
り
し
な
つ
か
し
の
悌
（
か
げ
我
が
心
さ
み
し
き
ま
笛
に
手
折
り
た
り

し

い

謎

を

ふ

く

ん

で

い

る

。

秋

は

も

の

）

道

ぺ

の

花

に

光

る

し

ら

つ

ゆ

深

Ⅲ

中

野

節

子

一

田

島

楠

本

正

・
を
思
わ
せ
る
。

（

白

雲

）

吟

塞

潔

纈

誰

鍜

繩

濡

一

章

鍋

置

霊

藷

鯉

嚥

と

り

あ
た
り
の
人
目
を
気
に
か
け
た
り
、
な

か
ノ
、
松
風
が
聴
け
な
い
の
が
茶
道
で

あ
る
。
い
っ
そ
ミ
ニ
ス
カ
ー
ト
を
切
断

し
て
、
背
後
に
立
つ
禅
坊
主
に
醤
策
の

｜

詮

峰

溌

睡

ば

せ

て

そ

こ

二

阿

蒙

少

言

「
閑
坐
聴
松
風
」
茶
室
の
一
幅
や
あ
血
の
色
に
咲
く
曼
珠
沙
華
か
な

勺
・
ふ
く
さ
さ
ぱ
き
に
捉
わ
れ
た
り
、

b 、 、Y

，N
、－〃｣』

這

い

~

~

手

宮

田

片

山

朔

子

難
聴
と
な
り
し
身
告
ぐ
れ
ぱ
両
の
手
を

第
〈
克
回
宗
像
大
社
献
詠
歌

毎

月

十

五

日

〆

切

詠

草

到

満

順

冨

川

片

山

一

大

井

木

脈

ふ

さ

子

約
束
は
き
ぴ
し
き
も
の
よ
圭
同
稲
田
パ
イ
壷
な
れ
る
事
故
錐
聞
き
つ
斑
幸
せ
の
脆

パ

ス

用

地

た

は

や

す

く

苅

る

さ

思

い

ぬ

秋

溌

み

し

日

に

福

間

井

原

元

彦

大

井

吉

川

杏

子

へ
三
延
一
可
、
二
Ｋ
三

旅

の

壽

子

明

日

は

鴫

ら

む

此

の

宵

の

星

し
か
と
握
り
給
う
混
き
掌
も
て
勝
浦
永
島
文
子
一
の
輝
き
し
ば
し
見
〈
ノ
め

大

井

吉

川

和

子

空
澄
み
て
打
葉
や
黄
葉
に
雲
し
き
山
に

同
ひ
て
一
日
稲
刈
る

原

町

八

波

五

月

若
き
日
に
ぬ
ぎ
し
白
衣
を
五
十
路
に
て

心
を
病
め
る
人
に
捧
げ
ん
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今

月

の

言

葉

「
瓢
々
汝
真
瓜
の
位
も
な
く
、
西
瓜
の

暑
を
払
う
徳
も
な
し
。
し
か
れ
ど
も
気

の
輕
く
、
中
空
し
く
し
て
無
欲
な
れ

ば
、
仙
人
も
汝
を
友
と
し
て
、
酒
を
容

れ
て
腰
に
催
へ
、
あ
る
は
駒
を
出
し
て

梁
し
め
り
。
汝
瓜
の
類
に
し
て
庖
丁
の

難
に
あ
わ
ざ
る
は
智
な
り
。
鯰
を
抑
え

て
遁
が
せ
し
む
る
は
仁
な
り
。
羽
柴
の

馬
印
と
な
り
て
、
強
敵
か
く
だ
く
は
勇

な
り
。
汝
性
は
善
也
と
云
う
べ
し
」

大
徳
寺
の
大
綱
和
尚
が
醐
霞
を
書
い

て
そ
れ
に
賛
を
し
た
も
の
で
あ
る
。
一

瓢
に
よ
せ
る
処
世
訓
ま
た
味
わ
う
べ
き

も
の
が
あ
る
。

う
か
う
か
と
悪
ら
す
よ
う
な
る
瓢
醗

も
胸
の
あ
た
り
に
し
め
く
く
り
あ
り
。 Ｊ

の

大
島
の
沖
津
宮
遥
拝
所
と
巾
津
湾
に

於
て
行
な
わ
れ
る
。
当
日
は
村
内
漁
止

め
と
な
っ
て
秋
の
祭
り
を
難
し
む
。
村

内
各
部
落
の
出
演
に
よ
る
演
芸
大
会
、

小
中
学
生
相
撲
大
会
等
が
開
か
れ
て
賑

一
つ
。 大

島
の
沖
津
宮
遥
拝
所
ど
巾
津
禺
に

日
本
が
近
代
国
家
と
し
て
の
今
、
の
発
今
年
も
驍
大
に
執
り
行
な
わ
れ
た
。
の
先
導
船
か
ら
打
鳴
ら
さ
れ
る
大
太
華

展
を
記
念
し
て
各
地
で
盛
大
な
行
事
が
こ
の
神
事
は
昭
和
三
十
七
年
に
復
活
さ
の
座
打
が
、
出
陣
の
合
図
の
よ
う
に
港

行

な

わ

れ

て

い

る

。

れ

た

も

の

で

あ

る

が

、

年

々

参

加

船

門
に
響
き
渡
る
。
全
船
エ
ン
ジ
ン
小

び
、
今
日
の
平
和
を
感
謝
し
、
国
家
の
十
Ｍ
一
日
、
放
生
会
の
初
日
に
沖
津

興
隆
を
祈
念
す
る
。
特
に
本
年
は
明
治
宮
、
中
津
宮
両
宮
の
御
神
璽
を
辺
津
宮

元
年
よ
り
数
え
て
百
年
目
に
あ
た
り
、
に
御
迎
え
す
る
恒
例
の
海
上
神
幸
は
、

四
、
五
日
榊
卦
鯉
一
電
謹
蕊
蕊
潔

さ
れ
て
、
今
で
は
郡
内
ば
か
り
で
は
な

さ
れ
て
、
今
で
は
郡
内
ば
か
り
で
は
な

十
一
月
の
ま
つ
り

一

日

勅

祭

請

願

祈

願

祭

三

日

明

治

祭

も
と
の
明
治
節
に
あ
た
り
、
明
治
の

偉
業
を
為
し
と
げ
た
先
人
の
努
力
を
鰐

「
坊
主
ま
る
も
う
け
と
は
言
い
ま
す

が
、
神
主
ま
る
も
う
け
と
は
言
い
ま
せ

ん
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
度
は
さ
か
さ
ま

で
、
神
主
ま
る
も
う
け
と
な
り
ま
し

た
」
と
結
蛎
披
露
宴
で
、
頭
の
回
砿
の

良
い
祝
辞
ｃ

こ
れ
は
あ
る
お
寺
の
嬢
掲
や
ん
と
、

あ
る
お
宮
の
神
主
の
息
子
の
結
婚
の
話

で
あ
る
。

縁
は
異
な
も
の
味
な
も
の
、
と
は
古

い
言
い
草
だ
が
、
現
実
は
そ
の
通
り
に

変
り
は
な
い
。
お
茶
の
先
生
に
伜
の
嫁

さ
が
し
を
頼
ん
だ
。
た
く
さ
ん
の
弟
子

の
中
に
、
適
当
な
候
補
者
が
あ
る
か
も

知
れ
ぬ
と
の
計
算
だ
っ
た
。

「
お
弟
子
さ
ん
を
さ
が
す
ま
で
も
あ’の

神
職
も
本
年
か
ら
は
海
上
の
神
事
に

抑
え
相
応
し
く
、
昨
年
迄
の
冠
、
斎
服
を
白

宗
の
衣
、
日
鉢
巻
の
軽
装
に
改
め
て
御
供
す

巳
勇

る
。
波
止
場
に
は
既
に
七
浦
か
ら
参
集

一

し
た
大
小
の
漁
船
が
狩
切
御
幣
を
船
首

言
い
に
戴
き
、
満
船
飾
の
色
も
鮮
か
に
、
御

〉
一
神
型
の
到
菅
を
侍
っ
て
い
る
。
御
座
船

へ
き
は
、
沖
津
宮
御
神
璽
Ｉ
鐘
崎
の
棉
神

丸
、
中
津
宮
御
神
璽
Ｉ
大
鳥
の
金
剛
丸

釧
醗
共
に
最
近
新
造
の
優
秀
船
で
あ
る
。

り
。
御
座
船
の
標
識
旗
、
国
家
鎮
誰
宗
像
大

社

の

大

幟

、

紅

白

の

御

長

手

が

今

日

の

行

が

気

炭貝

洞

ま

上

１

１

臺

一
ぽ
れ
、

く
、
広
く
一
般
に
も
す
っ
か
り
名
じ
み

深
い
行
事
と
な
っ
て
い
る
。
大
祭
の
前

日
は
、
終
日
風
雨
が
強
く
、
翌
日
の
斎

行
が
気
遣
わ
れ
た
が
、
一
夜
明
け
る
と

雨
は
上
り
、
秋
の
日
射
し
が
雲
間
に
こ

ぼ
れ
、
そ
の
懸
念
も
杷
奨
に
終
っ
た
。

午
前
八
時
半
、
中
津
宮
に
於
て
出
御
祭

斎
行
、
午
前
九
時
出
御
、
本
年
の
釜
台

奉
仕
は
沖
津
宮
御
神
璽
Ⅱ
鑪
崎
漁
協
、

中
津
宮
御
神
璽
Ｉ
大
島
漁
協
で
、
両
組

合
長
と
夫
々
四
名
づ
つ
の
奉
仕
員
は
、

白
衣
、
肖
袴
、
白
鉢
巻
と
清
々
し
い
身

な
り
で
箪
台
を
捧
持
す
る
。
ま
た
供
奉

り
ま
せ
ん
。
私
が
立
候
補
し
ま
す
」
と

勇
ま
し
く
も
名
の
り
を
上
げ
た
の
が
、

お
寺
の
嬢
さ
ん
。

「
そ
れ
な
ら
、
な
お
よ
い
」
と
真
っ

先
に
弦
成
し
た
の
が
、
神
主
た
る
お
や

じ
て
あ
る
。
勿
論
、
本
人
同
志
も
意
志

の
疎
通
き
わ
め
て
順
調
で
、
神
主
対
坊

主
の
縁
談
は
め
で
た
く
成
立
を
見
た
の

で
あ
る
。

困
っ
た
の
は
、
仲
人
役
を
頼
ま
れ
た

石
油
会
社
の
重
役
、
相
手
が
ど
ち
ら
も

世
間
な
み
の
人
種
で
な
い
。
厄
介
な
お

や
じ
で
あ
る
。
お
し
つ
け
ら
れ
て
み
れ

ば
、
部
下
の
慶
事
を
喜
ば
ぬ
わ
け
に
は

い
か
な
い
。
厄
介
な
仲
人
役
を
引
き
う

け
た
重
役
宍
人
の
気
の
つ
か
い
方
は
、

西

日

本

最

大

勇

壮

な

海

の

パ

レ

ー

ド

宗
像
大
社
神
迎
え
行
な
わ
れ
る

~~~~~ ~

晴
の
舞
台
を
迎
え
て
誇
ら
し
く
風
に
は
始
動
開
始
、
御
座
船
が
静
か
に
動
き
出

た
め
い
て
い
る
。
午
前
九
時
半
、
花
火
す
。
波
止
場
に
見
送
り
の
人
々
か
ら
、

の
打
上
げ
と
共
に
大
喝
港
出
発
、
先
発
期
せ
ず
し
て
拍
手
が
起
る
。
満
を
持

の
先
導
船
か
ら
打
鳴
ら
さ
れ
る
大
太
鼓
し
た
供
奉
船
が
次
々
と
後
に
続
く
。
港

の
座
打
が
、
出
陣
の
合
図
の
よ
う
に
港
を
出
る
と
北
東
の
風
が
強
く
、
波
が
高

円
に
響
き
渡
る
。
全
船
、
エ
ン
ジ
ン
の

い
。
船
は
大
き
く
上
下
に
揺
れ
動
き
、

と
お
宮
の
住
人
に
言
わ
す
れ
ば
、
瀧
く

方
が
ま
お
が
い
で
、
き
わ
め
て
口
然
な

縁
結
び
で
あ
っ
た
。

こ
の
辺
で
話
材
を
転
じ
て
、
適
齢
期

の
娘
を
持
つ
親
の
婚
姻
心
理
を
、
解
剖

灘雫寧
癖

~~

蕊熱 鱸
ひ
と
と
お
り
で
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。

二
詮
に
、
た
ぐ
い
稀
な
お
寺
の
娘

と
神
主
の
伜
の
結
娠
式
と
な
っ
た
次
蝿

で
あ
る
Ｏ
蹄
い
た
人
も
あ
ろ
う
。
お
寺

藤

’
示

像

訟
一
詰
壼
一

離職

鍵
唾 驚蕊#

鍔

； I鱗 縁

識 I の

あ

じ

を
、
お
勤
め
か
ら
帰
っ
た
夕
刻
聞
か
さ

れ
て
に
べ
も
な
く
突
き
は
ね
た
。
ウ
パ

ザ
ク
ラ
に
な
ら
ぬ
間
に
、
嫁
が
せ
ね
ば

な
ら
ぬ
筋
道
は
、
わ
か
り
過
ぎ
る
程
わ

か
っ
て
い
る
。
然
し
手
塩
に
か
け
た
霧

し
て
み
る
。

「
ま
だ
早
い
、
何
を
言
（
系

て
し
ま
え
」
、
適
齢
期
二
嬢
圭

親
は
、
妻
君
に
持
掲
込
ま
れ

緑舅断
三J（左泳二

当
社
秋
季
大
祭
流
鏑
馬
神
事
は
例
年

通
り
、
十
月
二
日
午
前
八
時
斎
行
さ
れ

た
。
当
日
は
絶
好
の
秋
日
和
、
ま
ず
出

馬
、
騎
手
三
名
が
威
風
堂
々
と
馬
に
跨

が
り
、
神
門
前
に
参
進
、
人
馬
共
に
お

抜
い
を
受
け
る
。

》
齢
識
》
輔
蝋
幸
一
一
癖
瞬
群
鮮
聯
『
’
十
葬
一
超
勤
鰔
即

鰭
罷
弱
震
詮
頚
霊
蕊
蕊
舞
雲
霞
護
国
神
社
葦
前
十
蒔
請
打
。

に
船
団
は
編
成
さ
れ
、
東
に
向
け
て
進

出
迎
え
の
人
々
の
拍
手
の
中
に
御
座
船
澤
紳
軒
罐
謹
総
峠
癖

麗
窪
窯
辨
誌
蓉
篭
籠
講
蕊
懲
織
蕊
轤
秋
美
婁
仕

い
、
空
海
一
体
の
一
大
ペ
ー
ゼ
ン
ト
が
》
り
つ
ぶ
さ
れ
る
。

五

日

表

千

家

々

元

献

茶

式

玄
海
の
洋
上
に
展
開
さ
れ
る
。
例
年
の
本
年
の
参
加
総
堂
一
言
隻
余
、
ま
さ
十
日
久
保
宮
司
楠
本
祢
宜
大

こ
と
な
が
ら
、
そ
の
勇
壮
な
、
そ
し
て
に
神
郡
宗
像
な
ら
で
は
の
壮
挙
と
い
う
阪
に
お
け
る
国
宝
展
挨
拶
の
為
上
阪
す

色
彩
豊
か
な
海
上
の
パ
レ
ー
ド
は
、
さ
べ
き
で
あ
る
っ
。

十
三
日
宗
像
大
社
国
宝
展
大
阪
市

な
が
ら
源
平
の
合
戦
を
目
の
あ
た
り
に

一

一

立

博

物

館

に

於

て

開

催

。

五

日

表

千

家

々

元

献

茶

式

十

日

久

保

宮

司

楠

本

祢

宜

大

阪
に
お
け
る
国
宝
展
挨
拶
の
為
上
阪
す

蓬
窪
に
轌
睡
哩
展
大
阪
市

癌
馬
場
の
両
側
は
、
こ
の
古
式
豊
か
な
神

事
を
ぜ
ひ
と
も
見
よ
う
と
す
る
人
々
で

賑
う
ｏ
検
見
の
後
、
流
鏑
馬
旗
を
な
び

か
せ
な
が
ら
馬
場
を
軽
く
足
馴
ら
し
秘

て
痔
磯
す
る
。

定
刻
、
神
前
に
供
え
ら
れ
た
御
弓
、
忌
一

矢
が
騎
手
に
渡
さ
れ
、
「
始
め
」
の
合

図
で
一
番
騎
姻
蕊
と
疾
駆
し
つ
奄
的
に

矢
を
放
つ
、
続
い
て
二
番
、
三
番
騎
が

そ
れ
ト
ー
甲
矢
を
放
ち
、
次
に
再
び
同

じ
行
程
と
作
法
で
乙
矢
が
射
ら
れ
た
。

雄
壮
な
騎
射
の
勇
姿
、
そ
の
一
挙
一
動

を
見
守
る
観
衆
、
境
内
の
馬
場
は
熱
気

で
満
ち
る
。
矢
が
的
に
命
中
す
る
。
ど

っ
と
わ
き
上
る
歓
呼
。
こ
う
し
て
雑
事

古
式
の
神
事
が
終
わ
っ
た
。

今
年
も
こ
の
伝
統
あ
る
流
鏑
馬
神
事
が

気

持

は

あ

る

。

然

し

売

た

良

縁

に

娘

の

幸

福

の

門

出

を

見

送

か

り

で

は

な

か

ろ

う

。

れ
残
り
に
な
っ
て
、
嘆
き
の
母
に
な
り
っ
て
。
こ
れ
か
ら
家
が
さ
び
し
く
な
っ
ｌ
狸
住
庵
茶
話
ｌ

た
く
な
い
心
意
気
が
ハ
ッ
ス
ル
す
る
。
て
。
貰
っ
た
方
は
、
こ
れ
に
反
し
て
ま

嫁

が

せ

ね

ば

な

ら

ぬ

。

か

っ

て

自

身

が

さ

に

「

ま

る

も

う

け

」

で

あ

る

。

×

青

春

の

頃

、

適

当

な

相

手

が

あ

っ

た

ら

ま

る

も

う

け

の

神

主

の

伜

と

、

ま

る

×

適
当
に
結
婚
し
な
け
れ
ば
、
売
れ
残
っ
損
の
扣
手
の
掌
中
の
玉
は
、
只
今
四
国

１

１

１

口

唾
を
放
し
た
く
な
い
父
親
の
心
情
が
ブ

レ
ー
キ
を
呼
ぶ
Ｏ

嫁
に
欲
し
い
と
申
込
ん
で
く
る
相
手

が
に
く
い
。
そ
し
て
冷
静
が
進
め
て
華

し
て
冷
静
が
進
め
て
華

~~

古
式
豊
か
な
や
ぶ
さ

若

人

の

熱

戦

相

一

の

熱

戦

相

燭
の
典
に
ゴ
ー
ル
イ
ン

と
な
れ
ば
、
娘
の
婿
が

こ
よ
な
く
可
愛
い
、
矛

盾
と
片
づ
け
ら
れ
な
い

父
親
心
理
で
あ
る
。

母
親
は
ど
う
か
、
同
じ

I

」

｣

~

執
行
さ
れ
た
の
も
偏
に
、
総
代
氏
子
の

熱
意
と
出
場
者
の
好
意
か
ら
な
る
も
の

で
あ
っ
た
。

騎

手

馬

主

吉

田

菫

三

郎

花

田

守

花

田

守

米

原

一

米

原

一

広

島

文

雄

郡
内
六
中
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
少
年

達
は
、
若
さ
溢
れ
る
熱
戦
を
操
り
ひ
ろ

げ
、
近
郷
か
ら
つ
め
か
け
た
参
観
者
を

大
い
に
害
こ
ば
せ
た
。

今
年
の
団
体
参
加
数
は
十
四
チ
ー

ム
、
一
六
八
名
（
郡
内
六
校
）
個
人

参
加
数
は
三
六
名
（
郡
内
各
校
各
学
年

二
名
）

合
計
二
○
四
名
。

尚
当
日
の
入
質
者
に
は
、
当
大
社
宮

司
旗
、
出
光
雄
、
Ｋ
Ｂ
Ｃ
旗
を
始
め

Ｒ
Ｋ
Ｂ
、
Ｔ
Ｎ
Ｃ
、
県
議
、
氏
子
一

境
内
相
撲
場
に
於
い
て
は
、
郡
中
体

連
主
催
に
よ
る
中
学
校
対
抗
の
奉
納
相

撲
大
会
が
盛
大
に
催
さ
れ
た
。

た
ら
悲
し
い
と
言
う
心
の
動
き
が
あ
っ

た
。
母
も
同
じ
気
持
に
駆
り
立
て
ら

れ
る
様
子
を
見
て
き
た
。
今
そ
の
母

の
寸
場
に
あ
っ
て
、
掌
叩
の
玉
な
ど
、

未
練
が
ま
し
い
感
傷
は
禁
物
と
、
深

く
自
ら
戒
め
て
良
縁
に
鶇
の
目
隅
の
目

の
日
常
。

父
母
の
心
理
に
、
か
く
お
似
て
似
な

い
動
き
が
あ
る
。
嫁
が
せ
た
後
の
両
親

の
気
持
は
全
一
く
同
じ
だ
ろ
う
。
よ
か
っ

た
良
縁
に
娘
の
幸
福
の
門
出
を
見
送

っ
て
。
こ
れ
か
ら
家
が
さ
び
し
く
な
っ

て
。
貰
っ
た
方
は
、
こ
れ
に
反
し
て
ま

さ
に
「
ま
る
も
う
け
」
で
あ
る
。

ま
る
も
う
け
の
神
主
の
伜
と
、
ま
る

損
の
相
手
の
掌
中
の
玉
は
、
只
今
四
国

１
１
１

~~

め

と

撲

大

会

会
長
の
各
賞
が
贈
ら
れ
た
。

成
績
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

団

体

の

部

一
位
福
間
中
学
校
Ａ
チ
ー
ム

二
位
城
山
中
学
校
Ａ
チ
ー
ム

三
位
玄
海
中
学
校
Ａ
チ
ー
ム

三
位
津
屋
崎
中
学
校
Ａ
チ
ー
ム

個

人

の

部

一

年

一
位
釜
瀬
洋
一
（
中
央
中
学
）

二
位
佐
藤
照
和
（
大
島
中
学
）

三
位
森
田
正
好
（
城
山
中
学
）

〃
〃
広
渡
正
通
（
福
間
中
学
）

二

年

一
位
谷
口
知
文
（
津
屋
崎
中
学
）

二
位
早
川
寿
和
（
玄
海
中
学
）

三
位
畑
田
治
未
（
福
間
中
学
）

〃
〃
蜂
須
賀
英
俊
（
福
間
中
学
）

三

年

一

位

広

島

新

（

城

山

中

学

）

二
位
花
山
正
幸
（
福
間
中
学
）

三
位
天
野
宏
明
（
津
屋
崎
中
学
）

〃
〃
加
藤
末
男
（
津
屋
崎
中
学
）

路
に
ハ
ネ
ム
ー
ン
の
旅
を
つ
づ
け
て
い

る
。
そ
れ
で
結
構
と
、
両
家
の
親
達
は

幸
福
の
将
来
を
念
ず
る
の
み
。

「
こ
の
頃
流
行
の
軽
薄
な
マ
イ
ホ
ー

ム
主
義
に
溺
れ
て
は
な
ら
ぬ
。
男
の
生

き
方
は
仕
事
に
徹
す
る
こ
と
。
女
房
は

そ
の
仕
事
に
支
障
の
な
い
よ
う
、
内
助

を
忘
れ
な
い
こ
と
」
と
。

こ
ん
な
説
教
を
し
て
み
た
い
気
持
が

あ
る
。
そ
れ
は
お
寺
お
宮
の
親
た
悟
ば

か
り
で
は
な
か
ろ
う
。

ｌ

狸

住

庵

茶

話

１

は

雪

一

崖

霊

鱸

猟

瞬

郵

鷆

三

一

塗

罵

竪

羅

庇

護

を

祈

っ

た

。

た

。

~ ~

~ ~

~ ~

し
き
れ
ず
、
い
つ
し
か
き

ら
り
と
涙
を
浮
か
べ
て
い

た
。

克
忠
は
湯
殿
に
入
り
身
浄

め
を
す
ま
し
、
一
室
へ
入

っ
て
い
っ
た
。

主
星
（
お
も
や
）
の
中

央
の
部
屋
に
は
、
型
の
如

く
出
陣
の
式
の
た
め
、
カ

チ
栗
や
昆
布
を
折
敷
に
の

せ
、
神
酒
（
み
き
）
、
土

器
（
か
わ
ら
け
）
な
ど
の

用
意
が
な
さ
れ
て
い
る
。

あ
さ
は
、
嫁
い
だ
と
き
の
彌
袷
（
う
謂
溢
／
そ
こ
も
と
は
」
兵
達
は
一
瞬
だ
ま
り
こ
ん
で
い
た
が
、

ち
か
け
）
を
は
お
り
、
や
猫
濃
目
の
化
毛
皮
の
胴
服
を
看
た
山
賊
は
、
に
っ
味
方
が
一
人
で
も
多
く
な
れ
ば
心
強
く

粧

を

し

て

、

調

え

を

す

ま

し

、

母

屋

に

こ

り

と

笑

い

、

感

じ

た

の

で

あ

る

つ

。

皆

に

っ

こ

り

と

む

か

っ

た

。

へ

Ｉ

、

昨

年

は

大

変

御

岻

礼

を

し

ま

笑

い

、

熊

三

の

肩

を

た

た

い

て

仲

間

の

す
る
と
書
院
の
廊
を
わ
た
っ
て
、
克
し
た
。
あ
れ
以
米
そ
な
た
様
が
気
に
入
中
に
入
れ
た
。

忠
が
来
る
。
赤
革
に
も
え
ぎ
鍼
（
お
ど
り
な
ん
と
か
お
や
く
に
立
お
た
い
と
日
克
忠
は
一
両
情
景
を
見
と
ど
け
る
と

し
）
の
重
代
の
よ
ろ
い
、
そ
の
よ
ろ
い
夜
考
え
て
お
り
ま
し
た
。
申
し
お
く
れ
許
斐
城
主
康
氏
の
館
（
や
か
た
）
に
向

下
の
白
い
襟
元
が
、
肌
者
だ
け
で
な
ま
し
た
が
、
わ
し
は
熊
三
と
甲
す
者
で
っ
た
。

く

、

そ

こ

は

か

と

な

い

清

潔

さ

を

象

徴

ご

ざ

す

。

「

電

氏

殿

に

同

道

上

洛

の

諸

準

備

完

了

し
て
い
た
。
う
し
ろ
か
ら
は
両
親
が
、
御
出
陣
の
事
を
聴
き
山
よ
り
か
け
致
し
ま
し
た
。
」

や
Ｅ
一
つ
つ
む
き
か
げ
ん
に
添
っ
て
あ
る
お
り
、
馳
せ
参
じ
ま
し
た
。
何
と
ぞ
御
「
御
苦
労
穴
敷
く
た
の
む
ぞ
」

い

て

く

る

。

同

道

の

程

を

。

城

主

康

氏

は

じ

っ

と

克

忠

の

顔

を

み

克

忠

が

坐

っ

た

。

余

り

急

な

申

し

出

で

で

克

忠

は

、

は

つ

め

て

い

た

。

み

な

座

に

ひ

そ

ま

る

。

た

と

当

惑

し

た

。

（

つ

づ

く

）

士
器
が
手
か
ら
手
へ
送
ら
れ
た
。
式
し
か
し
態
一
ぼ
克
忠
が
乗
っ
て
い
る

は
簡
素
で
単
純
で
あ
っ
た
。
む
し
島
無
馬
の
横
に
ぴ
っ
た
り
と
つ
い
て
は
な
れ
×

言
の
儀
式
と
云
っ
て
よ
い
。
よ
う
と
し
な
い
。
余
り
に
も
真
剣
に
哀

「

・

・

・

・

・

・

…

」

頤

す

る

の

で

、

遂

に

隊

伍

の

中

に

入

れ

×

母
親
は
そ
の
あ
い
だ
、
じ
っ
と
克
忠
る
こ
と
に
し
た
。

を

見

守

っ

て

い

た

。

「

よ

し

、

態

一

弓

い

て

参

れ

」

東

上

Ｈ

あ

さ

は

折

々

臆

し

目

を

あ

げ

て

は

克

山

賊

に

と

っ

て

み

れ

ば

、

一

人

前

の

帰
宅
す
る
と
、
邸
内
は
隈
な
く
水
を
忠
に
顔
を
む
け
て
い
た
。
し
か
し
克
忠
武
人
と
し
て
参
戦
出
来
る
こ
と
は
、
こ

打
っ
た
よ
－
つ
に
掃
き
清
め
ら
れ
て
い
は
何
も
言
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
。
の
上
も
な
い
栄
誉
で
あ
る
。
唾
一
ぼ
う

る

。

あ

さ

は

夫

の

出

陣

を

察

し

て

い

た

「

で

は

」

れ

し

さ

の

余

り

、

お

ど

り

廻

っ

て

害

ん

の

で

あ

っ

た

。

克

忠

は

す

ぐ

起

っ

た

。

だ

。

そ

れ

に

態

一

ぼ

孤

児

で

育

ち

、

親

「
お
帰
り
な
さ
い
ま
せ
」
大
玄
関
へ
か
け
て
人
影
が
は
し
り
出
も
子
も
な
い
一
人
者
と
聴
き
、
克
忠
は

う

っ

す

ら

と

化

粧

を

し

、

わ

ざ

と

笑

る

。

い

さ

さ

か

安

堵

し

た

。

顔
を
作
り
夫
を
む
か
え
る
あ
さ
の
婆
は
と
そ
の
時
、
一
人
の
男
が
腰
を
低
く
思
わ
ぬ
供
を
連
れ
、
克
忠
は
許
塞
城

い
た
い
た
し
く
い
じ
ら
し
い
ｏ
克
忠
は
折
っ
て
克
忠
殿
と
呼
び
か
け
た
。
へ
と
駒
を
進
め
た
が
、
｝
洞
か
ら
先
、

お
も
む
ろ
に
新
雲
あ
さ
に
む
か
っ
て
、
ふ
と
顔
を
見
た
が
誰
で
あ
る
か
よ
く
ど
の
よ
－
つ
に
状
勢
が
展
開
さ
れ
る
か
ま

「
尊
氏
殿
と
同
道
上
洛
に
決
定
し
た
わ
か
ら
ぬ
。
し
ば
し
の
程
考
え
て
や
つ
っ
た
く
暗
中
模
索
、
そ
れ
に
こ
の
産
二

」

と

思

い

出

し

た

。

な

る

山

賊

、

な

に

毒

考

え

て

の

こ

と

や

と
静
か
に
語
り
か
け
た
。

昨

年

の

舂

、

城

主

許

斐

三

郎

康

氏

と

ら

、

彼

の

心

中

を

捉

え

る

こ

と

は

未

だ

「
お
め
で
と
一
つ
ご
ざ
い
ま
す
。
」
共
に
野
駆
け
を
し
た
時
、
現
わ
れ
た
山
出
来
な
か
っ
た
。

と
、
丁
寧
に
お
も
て
を
下
げ
な
が
ら
賊
（
や
ま
が
つ
）
で
は
な
い
か
。
館
門
（
た
ち
も
ん
）
に
た
ど
り
つ
く

も

心

の

中

の

悲

し

さ

は

隠

と

、

迫

つ

す

で

に

御

供

の

；
！

（
其
の
二
十
こ

の

示馨
)鮎
福葦
田浦

長柴
庵舟
E1i 作

家
来
が
克
忠
の
到
書
を
待

っ
て
い
る
。

家
来
達
は
主
（
あ
る
じ
）

克
忠
と
一
緒
に
変
な
男
が

つ
い
て
来
る
の
で
皆
一
様

に
け
げ
ん
な
顔
を
し
て
克

忠
を
む
か
え
た
。

皆
の
者
、
こ
の
男
は
熊
三

と
申
す
者
だ
Ｉ
さ
き
ほ
ど

我
が
屋
敷
に
参
り
、
同
道

申
し
出
で
る
の
で
、
連
れ

て
参
っ
た
。
仲
よ
く
し
て

や
っ
て
く
れ
。
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平

等

寺

中

野

き

み

朝
寒
や
羽
織
の
上
に
ち
ゃ
ん
ち

ゃ
ん
こ

久

留

米

篠

田

太

郎

坊

秋
祭
の
旗
の
古
び
て
懐
し
く

津

屋

崎

白

石

百

合

蔵

ア
ン
プ
ル
の
首
折
る
音
の
す
る

秋
夜

大

井

木

原

ふ

さ

子

幸
福
は
は
か
な
く
脆
し
萩
の
径

大

井

吉

田

杏

子

秋
風
や
音
な
く
落
ち
し
練
の
実

大

井

吉

田

和

子

遠
き
世
に
栄
え
し
町
並
秋
燕

門

司

永

島

哲

夫

出
帆
旗
か
畠
げ
て
秋
の
雨
け
ぷ

る

田

熊

小

野

淡

波

鰯
雲
川
中
島
や
棒
倒
し

田

熊

小

野

か

を

る

師
を
呼
び
て
同
窓
の
秋
童
心
に

津

屋

崎

浜

津

鴻

浪

ペ
ン
ダ
コ
の
輝
く
手
に
て
木
の

実
舞
う

津

屋

崎

鶴

美

津

男

青
年
の
鼓
動
一
気
に
稲
を
刈
る

津

屋

崎

佐

川

凡

石

雨
の
虫
想
い
出
の
坂
石
だ
ら
け

津

屋

崎

勝

田

光

一

酔
え
ば
寒
し
河
は
ネ
オ
ン
の
墓

場
と
化
す

宗
像
大
社
献
詠

俳
句
作
品
集
茎

’~

】

て
い
た
そ
う
だ
。
（
以
下
次
号
）

１か
ら
、
こ
の
習
性
を
鑑
正
す
る
為
に
練

習
と
努
力
が
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
易
し
い
練
習
法
を
か
か
げ
ま
し

と
つ
。
早
朝
と
就
寝
前
に
「
お
は
よ
う

」
「
こ
ん
ば
ん
わ
」
の
言
葉
を
紙
に
書

い
て
「
お
は
よ
う
」
「
う
よ
は
お
」
と

大
き
な
雷
で
繰
り
返
し
ま
す
。
吃
音
は

文
字
が
読
め
な
い
時
と
か
、
自
己
の
考

え
が
ま
と
ま
ら
な
い
時
に
於
け
る
思
考

の
状
態
が
言
語
発
生
系
統
に
立
場
止
ま

り
現
象
を
も
た
ら
す
も
の
だ
と
考
え
ら

れ
ま
す
か
ら
、
立
ち
止
り
を
な
く
す
よ

う
に
練
習
す
る
事
が
大
切
で
す
。
易
し

い
文
章
か
ら
次
第
に
長
文
の
も
の
に
進

み
逆
さ
ま
に
も
ス
ラ
ス
ラ
と
読
め
る
よ

う
に
な
れ
ば
次
第
に
吃
音
は
解
消
す
る

も
の
で
す
。

出

光

佐

三

一

問

一

答

シ

リ

ー

ズ

⑳

と
こ
ろ
で
、
店
主
は
資
本
主
義

の
も
つ
艇
政
府
性
は
、
ど
ん
な
方

解
決
さ
れ
る
と
お
考
え
で
す
か
。

霊
必
議
鮮
彩
喜
え
て
み
る
と
颪
憩
懲
韓
齢
謹

出
光
事
業
の
経
営
が
い
つ
も
波

乱
な
し
に
行
く
も
の
だ
と
思
う
の
は
間

違
い
だ
よ
。
好
況
・
不
況
が
あ
る
か
ら

こ
そ
人
間
が
鍛
練
さ
れ
、
真
の
経
営
者

と
な
っ
て
、
事
業
の
進
歩
が
あ
る
。
こ

よ
く
わ
か
る
。
出
光
商
会
時
代
に
、
ぽ
で
、
し
か
も
烏
合
の
衆
と
い
わ
れ
る
、

く
は
独
立
し
て
自
由
を
楽
し
ん
で
い
る
力
の
弱
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
つ
。
人

が
、
店
員
は
自
由
を
束
縛
さ
れ
て
、
ぽ
を
中
心
と
し
て
経
営
す
る
の
と
、
規
則

く
の
自
由
の
犠
牲
に
な
る
の
か
と
い
う
や
組
織
を
中
心
と
し
て
経
宮
す
る
の
と

疑
問
を
も
っ
た
。
そ
一
毛
社
員
に
自
由
の
害
が
、
そ
｝
に
は
っ
き
り
現
わ
れ
て

を
与
え
て
、
自
由
に
働
か
す
こ
と
に
し
く
る
。
た
と
え
ば
地
下
水
を
汲
み
上
げ識

経営とは何か

ＰＦドラッカー

日

々
レ
ケ
ノ
″
ハ
・
や

Ｍ
り
弄
急
僻
径
ｉ
ｆ
元
〃
九
参

＝＝宗像藪庵先生百雁＝＝

や~

南方

華やかなりし頃

松

脂

車

宗像太郎坊

こ
の
こ
と
を
村
の
土
民
に
は
な
し
た

ら
、
あ
れ
は
出
る
ん
だ
。
あ
の
ハ
ン
ト

ウ
（
幽
霊
）
を
見
た
ら
、
そ
の
年
は
伝

染
病
が
流
行
っ
て
多
く
の
人
が
死
ぬ
ん

だ
と
答
え
た
と
い
う
。
こ
の
幽
霊
の
話

は
事
実
あ
っ
た
こ
と
で
、
オ
ラ
ン
ダ
人

の
幽
璽
だ
と
土
民
は
思
っ
て
い
る
。

さ
て
、
パ
ナ
ロ
ン
よ
り
北
上
す
る
に

し
た
が
っ
て
、
だ
ん
だ
ん
高
地
と
な

る
。
そ
し
て
最
後
は
海
抜
一
、
○
○
○

米
の
タ
ワ
ル
湖
畔
の
町
、
タ
ケ
ゴ
ン
に

達
す
る
。
こ
の
す
こ
し
手
前
に
松
脂
工

場
が
あ
る
。
松
脂
だ
け
で
工
場
が
で
き

る
と
は
、
余
程
の
松
と
、
松
脂
と
で
あ

る
。こ

の
松
は
メ
ル
ク
シ
ー
松
で
あ
る

が
、
俗
に
ス
マ
ト
ラ
松
と
呼
び
、
沢
山

の
脂
を
出
す
松
で
あ
る
。
こ
の
松
脂
を

運
ぶ
牛
馬
の
列
が
見
も
の
で
あ
る
。
車

に
幌
を
か
け
、
松
脂
と
人
間
が
乗
り
、

水
牛
数
頭
に
曳
か
せ
る
。
こ
の
十
数
台

の
牛
車
が
、
の
ろ
り
の
ろ
り
と
列
を
つ

く
っ
て
進
ん
で
行
く
。
ス
マ
ト
ラ
島
と

い
っ
て
も
日
本
の
二
倍
は
あ
る
。
ラ
ム

パ
ハ
ン
を
過
ぎ
て
目
的
地
の
ピ
ル
エ
ン

に
書
く
ま
で
に
は
、
十
数
日
を
車
上
に

吃

音

の

な

お

し

方

秋

吉

林

吃
音
君
が
受
け
る
打
げ
き
は
、
あ
ら
ゆ
経
済
的
能
力
は
あ
り
ま
せ
ん
。
健
康
保

る
方
面
で
あ
ま
り
に
も
大
き
い
。
入
学
険
の
適
用
も
つ
け
ら
れ
ず
、
そ
れ
か
と

や
就
聴
口
答
試
問
な
ど
で
拒
ま
れ
る
言
っ
て
他
に
社
会
保
障
制
度
も
な
い
現

だ
け
で
な
く
社
会
に
出
て
も
重
話
や
外
状
に
あ
っ
て
は
、
吃
音
者
の
前
途
は
ま

~~ ~ ~~L

交
で
苦
し
み
が
統
き
、
そ
の
苦
し
み
は
つ
く
ら
で
あ
り
ま
す
。

実
際
体
験
し
な
い
人
た
ち
は
到
底
理
解
し
か
し
、
こ
の
吃
音
（
ど
も
り
）
は
努

の
で
き
な
い
深
刻
な
悲
劇
の
記
録
で
あ
力
す
れ
ば
な
お
る
も
の
で
す
。
吃
音
に

り
、
過
去
に
於
て
尊
い
人
生
を
死
ん
で
悩
ま
さ
れ
た
一
人
と
し
て
、
私
の
矯
正

清
算
し
た
吃
音
者
の
多
い
こ
と
は
こ
の
法
を
御
紹
介
す
る
次
第
で
す
。

事
実
を
雄
弁
に
物
晤
っ
て
い
ま
す
。
全
先
ず
第
一
に
完
全
に
吃
音
を
克
服
出
来

国
の
私
立
矯
正
再
溌
十
ヵ
所
に
あ
り
一
る
。
克
服
す
る
ぞ
と
言
う
不
動
の
信
念

雲
評
議
癖
署
津
霊
龍
壼
震
由
漂
唾
識
謂
罪
掛
悪

泊
ら
ね
ば
な
ら
な
い
。
夕
方
に
な
る
と

河
畔
に
隊
列
を
止
め
川
水
で
炊
飯
し

て
、
月
を
戴
い
て
眠
る
。
こ
う
い
う
光

景
を
見
て
い
る
と
↑
せ
っ
か
ち
な
わ
れ

わ
れ
が
恥
し
く
な
る
。

南
方
に
は
メ
ル
ク
シ
ー
松
の
ほ
か
に

ベ
ン
ゲ
ッ
ト
樅
が
あ
る
。
こ
れ
は
ル
ソ

ン
島
の
ベ
ン
ケ
ッ
ト
州
バ
ギ
オ
地
方

に
多
い
の
で
、
パ
ギ
オ
松
と
も
呼
ば
れ

る
。
カ
ツ
シ
ャ
松
は
、
日
本
の
松
と
は

違
い
葉
が
三
本
あ
り
、
高
さ
二
○
米
に

お
よ
び
、
ビ
ル
マ
・
タ
イ
・
ベ
ト
ナ
ム

に
産
し
、
南
洋
諸
島
に
は
な
い
。
馬
尾

松
は
、
南
支
那
・
ベ
ト
ナ
ム
に
産
し
、

台
湾
の
台
湾
松
と
同
じ
で
、
砿
長
が
早

く
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
造
林
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
が
多
い
。
こ
の
ほ
か
、
ダ
ル
マ

松
と
い
う
の
が
あ
り
、
十
人
ぐ
ら
い
が

つ
ぎ
つ
ぎ
と
糞
を
ひ
り
か
け
た
よ
う

に
、
根
も
と
に
、
も
の
す
ご
く
沢
山
の

松
脂
を
排
出
し
て
い
る
。
こ
の
松
脂
は

い
つ
迄
も
軟
か
く
弾
力
性
が
あ
る
。
こ

の
松
脂
の
横
を
赤
蟻
が
血
の
列
と
な
っ

て
通
っ
て
い
る
。
こ
の
蟻
は
一
ぺ
ん
喰

ら
い
つ
い
た
ら
絶
対
に
離
れ
な
い
。

今

様

浅

右

衞

門

わ
た
し
が
ス
マ
ト
ラ
の
某
地
に
い
た

時
に
、
有
名
な
南
洋
浪
人
が
い
た
。
こ

の
人
は
、
以
前
は
満
州
浪
人
も
や
っ
た

男
で
、
名
を
水
○
某
と
い
っ
た
。
軍
政

部
の
裁
判
所
で
ネ
シ
ア
語
の
通
訳
を
し

て
い
た
が
、
な
か
な
か
ふ
る
っ
た
男

で
、
通
訳
を
し
た
あ
と
裁
判
長
に
向
っ

て
、
「
こ
り
や
あ
、
五
年
ぐ
ら
い
で
す

ぱ
い
」
と
自
分
で
先
に
判
決
を
出
し
た

と
い
う
。
人
を
恐
れ
ぬ
男
で
あ
っ
た
。

通
訳
か
ら
死
刑
執
行
ま
で
一
手
に
引
受

け
た
。
塁
後
ま
で
人
の
め
ん
ど
う
を
み

て
や
る
と
い
う
囚
人
に
は
あ
り
が
た
く

な
い
男
で
あ
っ
た
。
こ
の
男
の
軍
刀
は


